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のために ① 自然な適応的体重変化の存在の認識 ② “健康日本 21”に示された日常
生活における目標歩数の励行 ③ 食育を始めとする幅広い栄養教育の実施 を提言して
いる。 
本論文は人、特に若年女性における適正体重維持に資する有益な研究結果・考察が記述
されており、またこの結果を基に日常生活に対する望ましい具体的提言を行っており生活
科学分野での優れた成果をあげていると全編を通して評価できる。 
以上のことから審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
